
 

別表第１  
 

R7 防ため大谷ダム技術検討委員会運営委託業務 提案書の注意事項  

 

評価項目  記載内容の留意事項  
    
    
    
１  

 
予  
定  
技  
術  
者  
の  
経  
験  
及  
び  
能  
力  

 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）  
技術者の資格  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・予定する管理技術者は、氏名と保有資格を技術者配置計
画として記載する。  
 保有資格については以下のいずれかであること  
 
①技術士（総合技術監理部門）  
      農業一般及び農業土木とするものに限る  
    （農業部門）  
      農業土木、農業農村工学とするものに限る  
②ＲＣＣＭ  
 （農業土木部門）  
③認定技術管理者（農業土木部門）  
 
 なお、評価は管理技術者のみ  

（２）  
技術者の実績等  

 

 
・管理技術者の実績等で、過去 10 年間の同種業務について、
実績があれば業務名を記載する。  
      
 技術検討委員会とは、農業用ダムの計画や施工等に関し
て、客観的・専門的視点から、適切かつ安全な工法の検討
等を行うために大学研究者等の学識経験者から構成される
委員会のことをいう。  
 その他技術検討委員会の開催数等は特記仕様書（案）の
とおり。  
 
  なお、評価は管理技術者のみ  

（３）  
地域精通度  
 
 

 

 

 

 

 
・管理技術者の大分県における過去 10 年間の関連業務の受
注経験について、農業用ダムの技術検討委員会の受注業務
名を記載すること。  
 受注経験地域については以下の区分けとする  
 
①大分県内  
②福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県  
③国内のいずれかの地域  
   
 なお、評価は管理技術者のみ  
 

（４） 

CPD の証明  
・令和 6 年度の CPD 単位の証明について写しを添付するこ

と 

 

 なお、評価は管理技術者のみ  



 

 
 

２  
業  
務  
実  
施  
方  
針  

 

（１）  
業務内容、留意点  
の理解度  

 

 
・特記仕様書､業務概要書等を参考にして、業務の内容及び
留意点等を把握し、業務目的を達成できるよう、業務の具
体の内容を取り纏めのうえ、業務実施方針として記載する。 

（２）－１  
業務実施手順の妥当性  

 
・課題や必要な検討項目を把握し、留意点を考慮した①業
務実施フロー（フローチャート等）を記載する。  

（２）－２  
業務実施手順の妥当性  

 
・課題や必要な検討項目を把握し、留意点を考慮した①業
務工程計画（工程表等）を記載する。  

 
                                                     
  

評価項目  記載内容の留意事項  
 
 
 
 
 
 

３  
 

提  
案  
内  
容  
 

 
全
体  

 

 

（１）  
業務内容全体での  
整合性  

 

 

 
・提案する業務内容全体での整合性が図られており、矛盾する
点がないよう記載する。  
 

 

 
評
価
テ  
｜  
マ  
※  

 
 

（２）  
提 案 内 容 の 裏 付
け、実現性  
 

 

 

 

 
・提案内容の遂行を裏付けるダムの技術検討委員会の業務内容
遂行の実現性がある提案であることが分かるよう記載するこ
と。  

 

 

（３）  
提案書の的確性と  
理解のしやすさ  

 
 

 
・提案内容が的確で、記載方法に創意工夫が見られ、読みやす
く理解しやすい表現で記載すること。  
 
 

 
そ
の
他  

 

（４）  
適切な委員の選定  

 

 
・業務の内容に見合った委員を選定し記載すること。  

 

（５）  
実施体制及び運営
方法  

 
・運営方法について具体的に記載し、人員配置についても記載す
ること。  

 
４  

 
そ  
の  
他  

 

（１）  
参考見積もり  

 

 
・業務規模と乖離がある場合は非特定  

 

（２）  
提案書提出者（企
業）指名停止等の
措置状況  

 
・指名停止、書面による警告注意等があった場合は非特定  
 （公募から契約までの期間）  

 

 

※ 評価テーマ：大谷ダム仮設計画における課題事項の整理および委員会運営に関する留意点  


